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自動車の外装アプリケーションのための KRAIBURG TPE の新たなコンパ

ウンド 

優れた表面品質、高い耐候性、そしてエンジニアリング・プ

ラスチックへの接着性 

 

KRAIBURG TPE（クライブルグ TPE）は、新たな高性能コンパウンドを

追加することで、同社の熱可塑性エラストマー（TPE）のポートフォリオ

を拡大しました。4 つの新しい THERMOLAST® K グレードは良好な表面

品質および長期的な耐候性への高度な要求を満足し、硬質材料と軟質材料

の組み合わせによる洗練された部品への適用を想定しています。 

 

自動車の外観・外装部品は、様々な天候の状況に直接的かつ永続的に暴露

されます。高温を伴う高いレベルの太陽光照射と、潜在的に有害なレベル

の紫外線照射は、プラスチックにとっては特別な挑戦であると言えます。

消費者は、長い年月を経ても良好な外観を示すパーフェクトな表面品質を

期待しています。故に、いくつかのメーカーは DIN EN ISO 4892-2規格の

加速劣化試験に基づいた耐紫外線性の基準を 2 年サイクルに強化すること

を望んでいます。  

 

ASA、ABS、PMMA および PC のような様々な熱可塑性プラスチックと一

体化した TPEとの複合成形品の場合は、接着強度も永続的に維持され保証

されていなければなりません。  
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「私たちは、柔軟な対応と市場本位、顧客志向のカスタム・エンジニアリ

ング開発による熱可塑性エラストマーの企業として知られています。当社

の新素材は、自動車外装用部品において増大する様々な要求事項に対応し

ています。」KRAIBURG TPE の欧州・中近東・アフリカ地域の製品開発

ディレクターであるゲルハルト・ベルガーはそう語っています。「これら

の革新的な材料を短期間で開発しているという事実は、当社の営業および

開発チームの顧客を中心とした考え方、そして各チームがいかに緊密に共

同作業を進めているかを表しています。」 

 

新しい THERMOLAST® Kコンパウンドは、KRAIBURG TPEの「外装用材

料」ポートフォリオとして確立している従来からの材料を、より一層進化

させたものです。TC5MUZ、TC6MUZ、TC7MUZ および TC8MUZ シリー

ズの硬度グレードは、ショア Aスケールで 55から 85までの範囲をカバー

します。これらのコンパウンドで強化された耐候性は、フォルクスワーゲ

ンの基準である PV 3930（フロリダ条件）および PV 3929（カラハリ砂漠

条件）に準拠し、2 年サイクルの太陽光曝露のシミュレーション試験によ

って実証されました。  

 

ここで言及すべき点は、耐候試験による変化はグレースケールでレベル 4

以上という微小なものに留まっており、油分の溶出やクラッキングも起こ

らなかったということです。4つの製品はすべて VDI 2019規格に準拠した

試験において、ASA、ABS、PMMA および PC との組合せによる硬質－軟

質材料の複合製品において、優れた耐剥離性を示しました。これらの製品

は熱間劣化試験の後でも、傑出した粘着力を維持しています。耐候性と

ASAとPMMAへの接着性を併せ持つというこれらの新製品の性能は、TPE

市場においても独自のものです。 
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これらの新しいコンパウンドはまた、広い成形条件幅も特徴のひとつです。

材料は特定のアプリケーションにより 250℃までの成形温度で加工が可能

であり、せん断率へも高い耐性を示します。したがって、最も複雑な金型

表面のテクスチャーであっても、イメージを正確に転写することが可能で

す。高度な表面品質は、いかなる仕上げ処理も必要とせず、また高い色堅

牢度もその特徴です。  

 

これらの特徴の組合せは、KRAIBURG TPEからの新しい TPEコンパウン

ドが、市場において如何に 独自性ある材料であるかを示すものです。

これらの材料は、特に自動車の構造部品で使用されるために開発が行われ、

またこれら材料の品質は、ポリカーボネート性ウィンドウ・トリムおよび

ピラーカバーのようなアプリケーションに理想的なものです。他の想定さ

れる用途は、フレーム、ドア・シル・パネル、サイドミラー・マウントお

よびブレーキライト・フレームなどです。   

 

KRAIBURG TPEは、OEMの仕様による色調の設定や、摩擦抵抗、耐スク

ラッチ性および耐摩耗性に関連する変更を最適化することに焦点を当て、

新しい熱可塑性エラストマーの開発への投資を続けています。  
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KRAIBURG TPE について 

KRAIBURG TPE （www.kraiburg-tpe.com）は、熱可塑性エラストマーの

世界的なメーカーです。1947 年創立の歴史ある KRAIBURG グループの一

員として 2001年に設立されて以来、KRAIBURG TPEは、まさにその創成

期から業界の先駆的な役割を担って来ました。ドイツ、アメリカおよびマ

レーシアの工場を通じ、KRAIBURG TPE は自動車、産業機器、消費者向

け製品、そして厳格な規制のある医療分野の各用途に向けて、幅広い樹脂

製品群を提供しています。THERMOLAST®、COPEC®、HIPEX®、そして

For Tec E® の定評ある製品群は、射出成形または押出成形による加工方法

を通じて、メーカーに対しプロセスおよび製品設計における数々の利点を

もたらします。KRAIBURG TPE は真にグローバルレベルでの顧客志向、

カスタム製品ソリューション、そして信頼のおけるサービスと共に、イノ

ベーションをもたらす能力をその特色に掲げています。当社はドイツ本社

において ISO50001 の認証を受けており、またすべてのグローバルサイト

においても ISO9001 および ISO14001 の認証を受けています。2018 年の

時点で、KRAIBURG TPEは世界中に 640名の社員を有し、1億 8900万ユ

ーロの売上高を記録しています。 

 

このプレス・リリース及び関連する図表は、下記のサイトからダウンロー

ドすることができます。 www.PressReleaseFinder.com. 

高精細画像が必要な際は、下記宛ご連絡ください：Bridget Ngang 

(bridget.ngang@kraiburg-tpe.com , +6 03 9545 6301). 
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